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１はじめに
諸元

橋梁名 上関大橋(かみのせき おおはし）

路線名 主要地方道 光上関線

所在地 山口県熊毛郡上関町室津～長島地内

架設年次 昭和44年（1969年）

橋長 220.0m

支間長 39.99m＋140.0m＋39.99m

幅員構成 全幅8.80m＝車道6.5m、歩道（両側）0.75m

形式
３径間有ヒンジPCラーメン箱桁橋

逆T式橋台(A1橋台)、箱式橋台(A2橋台)
壁式橋脚(P1､2橋脚)

令和２年１１月１４日（土）２０時ごろ
事故発生→全面通行止め

令和４年３月１７日現在の状況

■上関大橋
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１はじめに

約20cmの
浮き上がり

約20cmの
浮き上がり

桁端部の固定化について
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令和３年５月７日（金）
Ｐ３橋脚の鉛直ＰＣ鋼棒
に異状を確認
→緊急調査に着手

■青海大橋

１はじめに
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豊田分室
251

下関土建
213

310
宇部土建

390
美祢支所

長門土建
250

萩土建

308
阿東分室

山口支所
481

193
防府土建

周南土建
466

228
柳井土建

岩国土建
462

大島分室
144

玖珂分室
155

449

橋梁数：4,300橋

■山口県が管理する橋梁（R4.3現在）

２山口県の橋梁維持管理の現状
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健全度評価区分

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に
措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

Ⅰ：健全
１,２９３橋
（３０％）

Ⅱ：予防保全段階
２,４３８橋
（５７％）

Ⅲ：早期措置段階
５６９橋
（１３％）

健全度評価区分ごとの橋梁数

■法定点検の結果

２山口県の橋梁維持管理の現状

橋梁の構造形式は、
コンクリート橋（92％）
鋼橋（7％）
石橋・木橋等（1％）
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２山口県の橋梁維持管理の現状

10

1 離島架橋、長大橋
離島架橋および

橋長500m以上の橋梁
16

2 特殊橋
特殊な構造（斜張橋・吊橋・トラス橋・

アーチ橋）を持つ橋梁（保全区分1を除く）
17

3 跨線橋、跨道橋
跨線橋、跨道橋

（保全区分1,2を除く）
281

4
中規模橋梁

（緊急輸送道路上）

橋梁10m超の緊急輸送道路上の橋梁

（保全区分1,2,3を除く）
658

5
中規模橋梁

（緊急輸送道路上以外）

橋梁10m超の橋梁

（保全区分1,2,3,4を除く）
675

6 小規模橋梁
橋長10m以下の橋梁

（保全区分3を除く）
1,729

7 溝橋
土被り1m未満のカルバート

（上記保全区分の重複を除く）
924

4,300

保全

区分
特性 内容

橋梁数

(R4.3）

合計

■保全区分

約0.8％

約62％



山口県では、保全区分に応じた維持管理の高度化・効率化を図る

２山口県の橋梁維持管理の現状
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点検 診断 記録 措置

1 離島架橋、長大橋
離島架橋および

橋長500m以上の橋梁
16

2 特殊橋
特殊な構造（斜張橋・吊橋・トラス橋・

アーチ橋）を持つ橋梁（保全区分1を除く）
17

3 跨線橋、跨道橋
跨線橋、跨道橋

（保全区分1,2を除く）
281

4
中規模橋梁

（緊急輸送道路上）

橋梁10m超の緊急輸送道路上の橋梁

（保全区分1,2,3を除く）
658

5
中規模橋梁

（緊急輸送道路上以外）

橋梁10m超の橋梁

（保全区分1,2,3,4を除く）
675

6 小規模橋梁
橋長10m以下の橋梁

（保全区分3を除く）
1,729

7 溝橋
土被り1m未満のカルバート

（上記保全区分の重複を除く）
924

4,300

保全

区分
特性 内容

橋梁数

(R4.3）

維持管理サイクル

合計

橋梁

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ｼｽﾃﾑ

特殊橋等の

定期計測

早期発見

・

早期対応

AIによる
インフラ点検
診断システム



0201

対象：小規模橋梁等対象：離島架橋
・特殊橋等

AI点検・診断特殊橋等の定期計測

Ⅱ

Ⅲ

２山口県の橋梁維持管理の現状
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■ 特殊橋等の定期計測
構造が複雑な特殊橋等は、変状や損傷の把握の遅れにより
重大な事態を引き起こす可能性がある。

①３次元測量による計測

損傷箇所の

早期発見
早期対応

②ひずみ計・変位計による計測
【笠戸大橋】

《Ｒ３実施》

【沖家室大橋】

３特殊橋等の定期計測
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背景図は国土地理院地図を使用

R3

R4
予定

沖家室大橋 笠戸大橋

栄川運河橋 大藤大橋 下村大橋

周防大橋 須佐大橋

阿武大橋長浴大橋 二本松橋

不動橋
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■ 点群データの公開
R3に取得した笠戸大橋の点群データは、
「My City Construction」(オンライン型の電子納品システム)

へ保存し、公開中
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４ AIによるインフラ点検・診断システム

• 小規模橋梁・溝橋の定期点検については、ＡＩやＲＰＡ技術を活

用して効率化・高度化を図る

• 近接目視点検時にアプリ上で３Ｄモデルや損傷情報の取得を行い、

この情報から自動で点検記録を作成する検討を進めている

• また、アプリで取得した損傷画像等から、損傷程度の評価を支援

するＡＩの構築についても実施

■ＡＩによるインフラ点検・診断システムの全体像

iPad proに搭載される
３Ｄ Lidarアプリを活用
して、小規模橋梁の３D
モデルを取得

点検記録自動作成アプリ
によって、点検記録が作
成されるため、内業時の
記録作成の手間が効率化
される。

AIの支援によって、損傷
程度の記録内容のばらつ
きを解消

損傷の幅や長さを計測し
た後、点検記録自動作成
アプリを活用して、損傷画
像や損傷情報を取得・入
力

点検記録自動作成アプリ
によって、取得された損
傷画像や損傷情報をもと
に、AIが橋梁の損傷程度
の評価を支援

剥離・鉄筋露出c

ひびわれｂ

点検準備 近接目視 診断 点検記録作成
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01. 損傷発見

02. 計測,チョーキング

06. 点検記録が
アプリ上で完成

01. 損傷発見

02. 計測,チョーキング

03. 野帳等にメモ
＆写真撮影

04. 損傷程度の評価

05. 健全性の評価

06. 現場作業の資料整理
点検記録の作成

従来手法

システム導入後

03. アプリ上で情報入力
＆写真撮影

ｼｽﾃﾑ導入により高度化・効率化

00. 3Dモデル取得

04. 損傷程度の評価

05. 健全性の評価
AI

■ＡＩによるインフラ点検・診断システムの全体像
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• 山口県で作成される損傷写真箇所図は２次元情報であるため損傷
の位置がわかりづらく、局部的な損傷写真では橋梁全体の損傷状
況や規模等も把握しづらい課題がある

• 一方、建設分野の動向に着目すると、i-Construction等の施策によ
り、3Dモデルの活用が推進されている

• そこで、山口県ではiPad Proで市販(無料)される3D Lidar アプリ
を活用して、点検情報の新しい管理手法を検討した

■３D Lidarアプリの概要（課題・目的）

⑤ひびわれ/A1橋台山口県で作成している損傷写真箇所図（例）

橋面と桁下の損傷の関連性
等がわかりづらい・・・ 橋梁や損傷の規模が

わかりづらい・・・
20
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• 実際に小規模橋梁・溝橋で3Dモデルを取得した結果、橋梁全体の
損傷状況や損傷規模を把握するうえで、3Dモデルの活用は有効と
考えられる

■３D Lidarアプリの概要（検討状況）

３Dモデル

カメラ写真

３Dモデル（例）

橋面

橋台 橋台
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• また、3Dモデル上に点検情報を関連付ける新たな管理手法の
方向性が示された

■３D Lidarアプリの概要（検討状況）
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• 定期点検では、現場でスケッチした情報や損傷画像を内業時に点
検記録様式としてデータ化する作業に最も時間を要している

• 点検記録自動作成アプリは、アプリ上で必要な情報を入力し、写
真を撮影することで、点検記録を自動作成し、内業の効率化を図
ることを目的としている

■点検記録自動作成アプリの概要（課題・目的）

現場から帰ってからの
資料整理が大変…

【内業】

損傷箇所のメモ

【現場作業】

写真撮影

23

４ AIによるインフラ点検・診断システム



• 令和３年度、地元の１４業者にアプリの現場実証を依頼し、
１橋あたり総作業時間の約２２％の効率化を確認

■点検記録自動作成アプリの概要（検討状況）

過年度写真を使用
しないように更新
率を表示

その場で撮影した
写真を反映

過年度写真と比較
しながら点検可能

その場で必要な
情報を入力

アプリ上に入力した情報から
点検記録が自動作成される
ので、手間が少ない！
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• 定期点検では、損傷を発見した後、幅や長さの計測や記録、各損
傷の程度の評価を実施し、橋梁毎の健全性を診断する

• 損傷程度の評価については、基準が定性的なものであるため、技
術者によってバラつきが発生する課題がある

• 損傷程度の評価ＡＩ（評価ＡＩ）は、技術者の評価を支援し、診
断精度を向上することを目的としている

■損傷程度を評価するＡＩの概要（課題・目的）

損傷の発見 損傷の計測

損傷の記録損傷程度の評価

部材・橋梁単位の健全性の診断

県独自基準

区
分

損傷状況

a 損傷なし・
軽微な損傷

b うき、剥離、
欠損
（規模中）

c うき、剥離、
欠損
（規模大）、
鉄筋露出

評価基準（国交省点検要領一部改）

損傷の種類・状況

⑦剥離・鉄筋露出 ⑫うき ㉓変形・欠損

損傷なし 損傷なし 損傷なし

－ － －

剥離のみが生じて
いる

うきがある
（規模中）

部材が局部的に変
形している
その一部が欠損し
ている

鉄筋が露出してい
るが、鉄筋の腐食
は軽微である

－ －

鉄筋が露出してお
り、鉄筋が著しく腐
食している

うきがある
（規模大）

部材が局部的に著
しく変形している
その一部が著しく
欠損している
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• Ⅲ判定の小規模橋梁は、主桁・横桁等の主要部材に発生するひび
われや剥離・鉄筋露出等の損傷が「c」判定となり、健全性が低
下している場合が多い

• このため、評価ＡＩの構築にあたっては、ひびわれや剥離・鉄筋
露出等の損傷を対象にして検討を実施

■損傷程度を評価するＡＩの概要（課題・目的）

a b c

ひびわれ 136 27 50

うき、剥離、
欠損、鉄筋露出

8 4 200

遊離石灰、
漏水（錆汁）

120 66 27

異常な音、振動、
たわみ

210 0 2

補強・補修材の損傷 61 3 9

Ⅲ判定の
橋梁

（250橋）

Ⅲ判定の
主桁・横桁
(213橋）

橋梁 部材 損傷の種類

損傷区分ごとの橋梁数

Ⅲ判定の橋梁（主桁・横桁）は、「ひびわれ」や「うき、剥離、欠損、鉄筋露出」がc判定となる場合が多い。 26
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• 拡張した教師データを用いて、評価ＡＩのアプリを構築
• 評価ＡＩは、損傷画像をインポートすることにより、ひびわれや
剥離・鉄筋露出等の評価結果を出力

■損傷程度を評価するＡＩの概要（アプリ構築）

①損傷画像をインポート

③損傷の種類を選択

④実行

⑤AIの判定結果を
出力

②インポートされた
損傷画像が表示

⑥最終判断は
技術者が行う
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• 評価ＡＩを交差検証した結果、技術者とＡＩの判断結果の一致率
が主桁・横桁で約８１％、下部構造で約８８％となった

• また、評価ＡＩの着目箇所を解析したところ、概ね画像中の損傷
に着目して、結果を出力していることを確認した

■損傷程度を評価するＡＩの概要（検証結果）

技術者評価：c1
評価AI：c1

技術者評価：c2
評価AI：c2

■うき、剥離、欠損、鉄筋露出の検証結果

a1 b c1 c2

a1 325 15 2 1

b 3 929 115 65
推論枚数:
4630枚

c1 0 72 1251 251
正解率:
81%

c2 0 101 275 1225

主桁・横桁
AIの損傷程度の評価結果

技
術
者
の
損
傷
程
度
の

評
価
結
果

学習枚数
（拡張後）:
370400枚

a1 b c1 c2

a1 284 10 0 0

b 6 1080 41 23
推論枚数:
1915枚

c1 2 57 259 12
正解率:
88%

c2 0 64 24 53

学習枚数
（拡張後）:
153200枚

下部構造
AIの損傷程度の評価結果

技
術
者
の
損
傷
程
度
の

評
価
結
果
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■本検討における地域連携について

技術者評価：c1
評価AI：c1

技術者評価：c2
評価AI：c2
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４ AIによるインフラ点検・診断システム

• 3Dモデルや点検記録自動作成アプリ、評価ＡＩの検討状況につい
ては、産官学が意見交換・協力しながら、検討を進めている

• 評価ＡＩの教師データの作成は、山口大学や国土交通省の民間資
格である「社会基盤メンテナンスエキスパート山口（ME山口）
に協力をいただき作成

• 各技術の現場試行については、地元企業に協力いただいた

ME山口との教師データ作成に関する協議状況 点検記録自動作成アプリ等の現場試行状況



• 全体的な内容については、「ＡＩによるインフラ点検・診断シス
テム検討ワーキンググループ」を設置し、山口大学や地元企業、
県出先職員、市職員からも意見徴収しながら検討した

■本検討における地域連携について

WG委員構成

■検討委員
・山口県職員
・市職員
・県外コンサルタント
・県内コンサルタント

■事務局
・山口県職員
・山口県建設技術センター

■アドバイザー
・山口大学

既存AI技術等に
ついても検討WG内で
試行検証を実施

AIやRPA技術の活用
の方向性等について

産官学が協議

ＷＧ開催状況

既存AI技術の試行状況
30

４ AIによるインフラ点検・診断システム



• これらの取組みについては、令和４年５月に山口県内で記者発
表・現場見学会を通して公開している

■本検討における地域連携について

現場見学会には約１2０名の
県職員・県内民間企業・学生
等が参加

点検記録自動作成アプリや
損傷程度の評価AI等の紹介・
デモンストレーションを実施

本現場見学会の様子は、
県内放送局・新聞等で報
道

現場見学会の全体説明状況

点検記録自動作成アプリの紹介状況

評価AIの紹介状況
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４ AIによるインフラ点検・診断システム



１ はじめに

２ 山口県の橋梁維持管理の現状

３ 特殊橋等の定期計測

４ AIによるインフラ点検・診断システム
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５ おわりに

５おわりに



５おわりに
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点検 診断 記録 措置

1 離島架橋、長大橋
離島架橋および

橋長500m以上の橋梁
16

2 特殊橋
特殊な構造（斜張橋・吊橋・トラス橋・

アーチ橋）を持つ橋梁（保全区分1を除く）
17

3 跨線橋、跨道橋
跨線橋、跨道橋

（保全区分1,2を除く）
281

4
中規模橋梁

（緊急輸送道路上）

橋梁10m超の緊急輸送道路上の橋梁

（保全区分1,2,3を除く）
658

5
中規模橋梁

（緊急輸送道路上以外）

橋梁10m超の橋梁

（保全区分1,2,3,4を除く）
675

6 小規模橋梁
橋長10m以下の橋梁

（保全区分3を除く）
1,729

7 溝橋
土被り1m未満のカルバート

（上記保全区分の重複を除く）
924

4,300

保全

区分
特性 内容

橋梁数

(R4.3）

維持管理サイクル

合計

橋梁

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ｼｽﾃﾑ

特殊橋等の

定期計測

早期発見

・

早期対応

AIによる
インフラ点検
診断システム

山口県では今後も、県民の安心・安全のため、維持
管理の高度化・効率化の取組を進めてまいります。


